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【研究の背景・目的】 
エアロゾルは、太陽光を吸収・反射するとともに、

凝結核(CCN)として雲形成に関与することから、気候
システムを構成する重要な要素である。大気中には
揮発性有機物(VOC)とともに粒子状有機物が広く存
在する。直径 1 µm 以下の微小粒子には有機物が濃集
し、そのエアロゾル質量に占める割合は最大で 70%
にも達する。これらは、一部が化石燃料の燃焼など
一次発生源から直接放出されるが、大部分は人為・
自然起源の VOC が大気中で酸化反応を受けること
により二次的に生成する。有機エアロゾルは吸湿性
に富むことから高い CCN 活性を示し、雲の形成に重
要な役割を果たしている可能性が高い。 
本研究では、人間活動の影響を強く受ける東アジ

アとその風下域である西部北太平洋の大気エアロゾ
ルに着目し､その組成を分子･放射性/安定炭素同位
体・イオンレベルで明らかにする。特に有機エアロ
ゾルに焦点をあて、その生成・起源・変質を評価す
る。また、エアロゾル粒子が持つ吸湿特性に着目し、
その吸湿成長・CCN 能の変遷を、父島で取得した 20
年分のエアロゾル試料で評価する。 
 

【研究の方法】 
中国の内陸および沿岸域、東京・札幌、海洋など

でエアロゾル試料の採取を行い、その無機・有機物
組成の解析からエアロゾル化学組成の空間マップを
作成する。済州島・父島でのエアロゾル組成の長期
変動から、西部北太平洋エアロゾルの10年スケール
の組成変動解析をおこなう。GC, GC/MS法を駆使し
て、水溶性有機物から（低分子ジカルボン酸、イソ
プレン･モノテルペン酸化生成物など）、ホパノイド
炭化水素・多環芳香族炭化水素など非水溶性有機物
に至るまで多種類の有機化合物を測定する。また、
光化学反応、石炭および石油の燃焼、バイオマス燃
焼、および､植生のトレーサーとして有機分子を使い、
異なる地域において様々な発生源からの有機エアロ
ゾルへの寄与を評価する。バイオマーカーの安定炭
素同位体比(δ13C)を測定することにより、C3, C4植
物からの寄与、起源域の推定（熱帯にはC4植物が多
い）を行い、安定水素同位体比(δD)の測定から植生
の起源域の推定（水循環により高緯度の植物ほどδD
値は低い）を行う。GC/IRMSによりシュウ酸のδ13C
を測定し、大気酸化能力やエアロゾルのエイジング
を評価する。 
エアロゾル中には未同定の極性有機化合物が数多

く存在する。TOF型高分解能質量分析計によりそれ

らの構造解析を行い、新たな起源・光化学反応トレ
ーサーの開発を行う。エアロゾル中の放射性炭素
(14C)の測定を実施する。 
 

【期待される成果と意義】 
従来のエアロゾル研究は、無機成分や黒色炭素が

中心であったが、本研究では有機物を分子レベルで
取り扱うことにより、東アジアとその影響を強く受
ける北太平洋におけるエアロゾルの組成、起源、変
質過程を詳細に明らかにできる。また、エアロゾル
の吸湿特性を測定することにより、エアロゾルが雲
形成・気候変動に及ぼす影響を評価できる。これま
での研究では、エアロゾルの化学特性と物理特性の
研究は別々に実施されてきたが、本研究では両者を
統合することによって、包括的研究を展開できる。 
エアロゾルの吸湿成長・水蒸気凝結特性の研究を、

人間活動の影響を強く受ける北太平洋域で展開す
ることにより、海洋エアロゾルの雲生成能の過去
20 年間にわたる変遷を検証できる。本研究は､人間
活動が東アジア･北太平洋の大気環境をどう変えて
いるか、その大気化学（科学）像を明確に描き出す
とともに、有機エアロゾルの組成・吸湿特性情報を
放射モデル研究者に提供し、エアロゾルの気候影響
に関する将来予測をより確かなものにできる意義
がある。 
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